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1.  平成21年6月期第2四半期の連結業績（平成20年7月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年6月期第2四半期 9,175 ― △15 ― △482 ― △630 ―

20年6月期第2四半期 10,390 6.1 899 △19.7 723 △36.0 392 △40.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年6月期第2四半期 △54.40 ―

20年6月期第2四半期 33.35 33.24

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年6月期第2四半期 20,095 12,613 61.6 1,068.54
20年6月期 22,110 14,759 65.8 1,256.31

（参考） 自己資本   21年6月期第2四半期  12,376百万円 20年6月期  14,551百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

平成21年６月期の期末配当予想額は未定です。詳細は３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。  

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年6月期 ― 17.50 ― 17.50 35.00
21年6月期 ― 8.00 ――― ――― ―――

21年6月期（予想） ――― ――― ― ― ―

3.  平成21年6月期の連結業績予想（平成20年7月1日～平成21年6月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  

業績予想に関する事項は、２ページの【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,000 △25.0 △1,400 ― △2,000 ― △1,730 ― △149.36

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

（注） 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注） 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と大きく異なる可能
性があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」 （企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」 （企業会計基準適用指針
第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」 （平成19年 内閣府令第64号）に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財務
諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」 （平成20年８月７日 内閣府令第50号） 附則第７条第１項第５号ただし
書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。 
 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年6月期第2四半期  12,030,685株 20年6月期  12,030,685株

② 期末自己株式数 21年6月期第2四半期  448,240株 20年6月期  447,928株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年6月期第2四半期  11,582,568株 20年6月期第2四半期  11,764,082株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金

融資本市場の混乱により、輸出の鈍化、さらに円高による影響で企業収益は悪化し、景気の減速感を一層強め

る厳しい状況となりました。 

こうした状況のもと、当社の主要顧客である自動車関連業界、電気・電子及び部品業界においても生産設備

への投資が急激に減速、当社の受注高は昨年10月以降急激に減少し、当社を取り巻く経営環境は一段と厳しさ

を増しました。 

当第２四半期連結累計期間売上高は91億75百万円となり、前年同四半期に比較して12億15百万円の減収とな

りました。利益面ではコスト低減努力など、生産の合理化・効率化に取り組んだものの、売上高の減少により

固定費を吸収できず、営業損失は15百万円となりました。また為替換算差損等の影響により経常損失は４億82

百万円となりました。 

※前年同四半期比較増減金額は参考として記載しています。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

(1)財政状態（連結）の変動状況 

当第２四半期の連結財政状態は、前連結会計年度末と比較して次のとおりであります。 

総資産は200億95百万円となり、20億15百万円（9.1％）減少となりました。これは、たな卸資産が増加した

ものの、当社および米国子会社の売上が不振だったことによる売掛金の減少および現金及び預金が減少したこ

とが主な理由であります。 

負債は、支払手形及び買掛金の減少や未払法人税等が減少したものの、借入金が増加したこと等により、全

体として１億30百万円（1.8％）増加の74億81百万円となりました。 

純資産につきましては、利益剰余金および為替換算調整勘定の減少により、21億45百万円（14.5％）減少の

126億13百万円となりました。 

 

 

(2)連結キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は26億80百万円となり、前連結会計

年度末に比べ、３億93百万円減少しました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動に使用した資金は、７億41百万円となりました。 

これは、売上債権の減少（８億99百万円）という資金増加要因があったものの、たな卸資産の増加（15億12

百万円）および前連結会計年度に計上した法人税等の支払い（４億67百万円）という資金減少要因が大きかっ

たためであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により使用した資金は４億47百万円となりました。 

これは主に固定資産の取得による支出（５億91百万円）によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は11億41百万円となりました。 

これは主に短期借入れ（12億61百万円）によるものであります。 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

今後の世界経済は金融危機の影響が広がるなか、実体経済の急速な冷え込みにより、景気の下振れリスクが

一段と高まると想定されます。日本においても、輸出や設備投資の減少により、景気の減速が続くものと予測

されます。 

このような状況の中、当第２四半期連結累計期間の業績を勘案し、平成20年11月７日に公表しました通期の

連結業績予想について修正することとしました。 

なお、平成21年６月期の業績予想につきましては、平成21年２月４日「業績予想の修正に関するお知らせ」

をご参照ください。 
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（配当について） 

当社では、連結業績および配当性向等を総合的に勘案し、株主の皆様へ継続的、安定的な配当を実施するこ

とを経営の重要課題としてまいりましたが、ここ数ヶ月の事業環境の変化は予想されていなかったものであり

ます。平成21年２月４日に公表いたしました「業績予想」のとおり大幅な減益となる見込みであり、財務基盤

の安定化を図るための内部留保に努めると同時に開発投資に充当するため、誠に遺憾ではありますが、平成21

年６月期中間の配当を１株当たり８円とさせて頂きます。 

また、当期の期末につきましては当期の通期実績及び来年度の業績見通しを勘案した上でご提案させていた

だきたく現時点では未定とさせて頂きたいと存じます。 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① たな卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部のたな卸資産の実地棚卸を省略し、前連結

会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法を主としております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ、正味売却価額等を

見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。営業循環過程から外れた滞留又は処分見込価額まで切

り下げているものについては、前連結会計年度以降に著しい変化がないと認められる限り、前連結会計年度

末における貸借対照表価額で計上しております。 

② 税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人税等調整額は、法人税

等に含めて表示しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

・【会計処理に関する変更】 

① 当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第

12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用してお

ります。 

また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する

内閣府令」（平成20年８月７日 内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四

半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。 

② 当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号 平成18年７月５日）を適用し、当社および国内連結子会社におけるたな卸資産の評価基準を原価法

（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。この変更が損益に与える影響はありません。 

③ 当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関

する当面の取扱い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行って

おります。この変更が損益に与える影響は軽微であります。 

④ 当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、当社および国内連結子会社は「リース取引に関する会計

基準」（企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準第13号）及び

「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成６年１月18日 最終改正平成19年

３月30日 企業会計基準適用指針第16号）を早期に適用しております。 

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き適用しております。 

この変更が損益に与える影響はありません。 

 

・【追加情報】 

法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律 平成20年４月30日 法律第23号）に伴い、法定耐用

年数及び資産区分が見直されました。これにより、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、当社お

よび国内連結子会社の機械装置及び運搬具の一部の資産については耐用年数を短縮して減価償却費を算定す

る方法に変更しております。 

なお、これに伴う損益への影響は軽微であります。 
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5. 【四半期連結財務諸表】 
(1) 【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,633,745 3,151,514

受取手形及び売掛金 5,868,998 7,574,572

有価証券 48,662 56,524

商品及び製品 1,470,146 1,523,454

仕掛品 1,519,263 981,845

原材料及び貯蔵品 1,837,372 1,553,434

その他 781,590 907,085

貸倒引当金 △83,860 △107,904

流動資産合計 14,075,920 15,640,525

固定資産   

有形固定資産 3,395,580 3,842,922

無形固定資産 1,303,277 1,350,604

投資その他の資産 1,320,822 1,276,808

固定資産合計 6,019,679 6,470,335

資産合計 20,095,599 22,110,861

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,132,084 3,477,831

短期借入金 2,146,631 1,010,633

未払法人税等 53,574 386,447

製品保証引当金 213,724 250,029

その他 1,670,763 2,025,888

流動負債合計 7,216,780 7,150,828

固定負債   

引当金 135,095 139,544

その他 129,933 61,267

固定負債合計 265,028 200,812

負債合計 7,481,808 7,351,641

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,606,113 1,606,113

資本剰余金 3,734,924 3,734,924

利益剰余金 9,057,684 9,906,252

自己株式 △839,376 △839,112

株主資本合計 13,559,345 14,408,177

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 49,388 170,146

年金負債調整額 － △833

為替換算調整勘定 △1,232,415 △25,907

評価・換算差額等合計 △1,183,027 143,405

新株予約権 213,630 182,211

少数株主持分 23,841 25,426

純資産合計 12,613,791 14,759,219

負債純資産合計 20,095,599 22,110,861
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 9,175,524

売上原価 4,710,899

売上総利益 4,464,625

販売費及び一般管理費 ※１  4,480,380

営業損失（△） △15,755

営業外収益  

受取利息 12,301

受取配当金 2,389

その他 10,575

営業外収益合計 25,266

営業外費用  

支払利息 31,363

為替差損 403,879

その他 56,514

営業外費用合計 491,756

経常損失（△） △482,245

特別利益  

固定資産売却益 10,794

特別利益合計 10,794

特別損失  

固定資産除売却損 2,750

投資有価証券評価損 15,292

特別損失合計 18,042

税金等調整前四半期純損失（△） △489,493

法人税等合計 138,128

少数株主利益 2,507

四半期純損失（△） △630,130
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △489,493

減価償却費 335,484

のれん償却額 16,303

製品保証引当金の増減額（△は減少） △16,211

受取利息及び受取配当金 △14,691

支払利息 31,363

売上債権の増減額（△は増加） 899,100

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,512,977

仕入債務の増減額（△は減少） 350,384

その他 147,668

小計 △253,068

利息及び配当金の受取額 12,745

利息の支払額 △33,889

法人税等の支払額 △467,463

営業活動によるキャッシュ・フロー △741,675

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の増減額（△は増加） 111,979

有形固定資産の取得による支出 △346,348

有形固定資産の売却による収入 31,942

無形固定資産の取得による支出 △244,702

投資活動によるキャッシュ・フロー △447,128

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,261,638

配当金の支払額 △205,816

その他 85,936

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,141,758

現金及び現金同等物に係る換算差額 △346,115

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △393,161

現金及び現金同等物の期首残高 3,073,569

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,680,407
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作

成しております。 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) 四半期連結損益計算書関係 

当第２四半期連結累計期間 

(自 平成20年７月１日 

至 平成20年12月31日) 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目

及び金額は次のとおりであります。 

販売手数料 217,278千円

給料 1,411,785千円

製品保証引当金繰入額 32,491千円

減価償却費 194,248千円

研究開発費 642,789千円

退職給付費用 103,322千円
 

 
(6) セグメント情報 

a．事業の種類別セグメント情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計、営業利益合計額に占める「産業用電気機械器具事業」の割合がいずれも90％を超えている

ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

b．所在地別セグメント情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年12月31日） 

 
日本 

(千円) 

米国 

(千円) 

欧州 

(千円) 

アジア 

(千円) 

計 

(千円) 

消去又は 

全社 

(千円) 

連結 

(千円) 

売上高   

(1)外部顧客に対する売上高 3,729,577 1,795,205 1,814,917 1,835,824 9,175,524 － 9,175,524

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
1,751,301 215,424 51,836 533,042 2,551,605 （2,551,605） －

計 5,480,878 2,010,629 1,866,754 2,368,866 11,727,129 （2,551,605） 9,175,524

営業利益又は営業損失（△） 61,897 △121,186 △61,289 253,957 133,378 （149,134） △15,755

(注) １ 営業費用のうち消去または全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額はありません。 

２ 国又は地域の区分の方法および各区分に属する主な国又は地域。 

(1) 国又は地域の区分の方法  地理的近接度によっております。 

(2) 各区分に属する主な国又は地域   

欧州……ドイツ、オランダ、フランス 

アジア…韓国、中国、台湾、タイ 
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c．海外売上高 

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年12月31日） 

 アメリカ 欧州 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（千円） 1,567,278 1,737,322 2,328,130 5,632,730

Ⅱ 連結売上高（千円） － － － 9,175,524

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
17.1 18.9 25.4 61.4

(注) １ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

２ 国又は地域の区分の方法および各区分に属する主な国又は地域 

(1) 国又は地域の区分の方法  地理的近接度によっております。 

(2) 各区分に属する主な国又は地域 

アメリカ…米国、カナダ、中南米 

欧州………ドイツ、オランダ、フランス 

アジア……韓国、中国、台湾、タイ 

 
(7) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表 

(1)中間連結損益計算書 

 

 

 前中間連結会計期間 

（自 平成19年７月１日 

  至 平成19年12月31日） 

区分 金額（千円） 
百分比

（％）

Ⅰ 売上高 10,390,619 100.0

Ⅱ 売上原価 4,921,565 47.3

売上総利益 5,469,053 52.7

Ⅲ 販売費及び一般管理費 4,569,801 44.0

営業利益 899,252 8.7

Ⅳ 営業外収益 

１．受取利息 

２．受取配当金 

３．保険積立金解約益 

４．その他 

26,127

2,025

17,699

23,298 69,150 0.7

Ⅴ 営業外費用 

１．支払利息 

２．たな卸資産評価損 

３．為替差損 

４．その他 

19,961

69,771

146,356

8,727 244,818 2.4

経常利益 723,584 7.0

Ⅵ 特別利益 

固定資産売却益 1,598 1,598 0.0

Ⅶ 特別損失 

１．固定資産除却損 

２．その他 

4,011

271 4,282 0.1

税金等調整前中間純利益 720,900 6.9

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

115,945

213,370 329,315 3.1

少数株主利益又は少数株主損失（△） △711 △0.0

中間純利益 392,296 3.8
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(2)中間連結キャッシュ・フロー計算書 

 

 

 前中間連結会計期間 

（自 平成19年７月１日 

  至 平成19年12月31日）

区分 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 

減価償却費 

のれん償却額 

貸倒引当金の増加額（△は減少） 

製品保証引当金の増加額 

退職給付引当金の増加額 

役員退職慰労引当金の増加額（△は減少） 

受取利息及び受取配当金 

支払利息 

売上債権の減少額（△は増加） 

たな卸資産の減少額（△は増加） 

仕入債務の増加額（△は減少） 

未収入金の減少額（△は増加） 

未払消費税等の増加額（△は減少） 

未払金の増加額 

未払費用の増加額（△は減少） 

前受金の減少額 

その他 

720,900

269,951

17,585

△5,365

17,421

10,578

807

△28,153

19,961

592,676

△58,562

△351,469

30,557

△14,956

49,400

△284,928

△39,943

182,459

小計 1,128,920

利息及び配当金の受取額 

利息の支払額 

法人税等の支払額 

31,082

△19,961

△840,006

営業活動によるキャッシュ・フロー 300,035

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 

定期預金の預入による支出 

定期預金の払戻による収入 

有形固定資産の取得による支出 

有形固定資産の売却による収入 

無形固定資産の取得による支出 

投資有価証券の満期償還による収入 

その他 

△237,984

289,070

△414,627

6,557

△277,511

242,410

△26,140

投資活動によるキャッシュ・フロー △418,226

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入れによる収入 

短期借入金の返済による支出 

配当金の支払額 

自己株式の取得による支出 

その他 

1,045,276

△620,456

△206,116

△401,224

40,254

財務活動によるキャッシュ・フロー △142,266

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △70,511

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △330,968

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 2,663,938

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 2,332,970
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(3)セグメント情報 

[事業の種類別セグメント情報] 

前中間連結会計期間（自 平成19年７月１日 至 平成19年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計、営業利益合計額に占める「産業用電気機械器具事業」の割合がいずれも90％

を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

[所在地別セグメント情報] 

前中間連結会計期間（自 平成19年７月１日 至 平成19年12月31日） 

（単位：千円） 

 日本 米国 欧州 アジア 計 消去又は全社 連結 

売上高及び営業損益    

売上高    

(1)外部顧客に対する 

売上高 

4,025,960 2,189,569 2,249,683 1,925,405 10,390,619 ─ 10,390,619

(2)セグメント間の内部売

上高又は振替高 

1,719,563 218,058 106,259 505,904 2,549,785 (2,549,785) ─

計 5,745,524 2,407,627 2,355,942 2,431,310 12,940,404 (2,549,785) 10,390,619

営業費用 5,336,865 2,292,680 2,257,146 2,108,682 11,995,375 (2,504,008) 9,491,367

営業利益 408,658 114,946 98,796 322,627 945,029 (45,776) 899,252

（注）１ 営業費用のうち消去または全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額はありません。 

２ 国または地域の区分の方法および各区分に属する主な国又は地域 

(1)国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

(2)各区分に属する主な国または地域 

欧州………ドイツ、オランダ、フランス  アジア………韓国、中国、台湾、タイ 

 

[海外売上高] 

前中間連結会計期間（自 平成19年７月１日 至 平成19年12月31日） 

（単位：千円） 

 アメリカ 欧州 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高 1,753,600 2,185,939 2,442,234 6,381,774

Ⅱ 連結売上高  10,390,619

Ⅲ 連結売上高に占める

海外売上高の割合 
16.9％ 21.0％ 23.5％ 61.4％

（注）１ 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

２ 国または地域の区分の方法および各区分に属する主な国または地域 

(1)国又は地域の区分の方法は、地理的近接度によっております。 

(2)各区分に属する主な国又は地域 

アメリカ………米国、カナダ、中南米 

欧州………… ドイツ、オランダ、フランス 

アジア…………韓国、中国、台湾、タイ 
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